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※電話でお申し込みください。（土・日・祝日を除く午前8時30分～午後5時15分）

〒404-8501 山梨県甲州市塩山上於曽1085番地1 ☎0553-32-2111 ℻0553-32-1818 ホームページアドレス／https://www.city.koshu.yamanashi.jp メールアドレス／ info@city.koshu.yamanashi.jp
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人口 28,656人（-14） 男 13,848人（-12） 女 14,808人（-2） 世帯数 13,081世帯（-12）2026.1.1現在 （　）内は前月比
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人口と世帯

昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00
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 政策秘書課 地域未来戦略担当　☎32-5037
iju@city.koshu.yamanashi.jp 政策秘書課 地域未来戦略担当　☎32-5037

　市ではふるさと納税制度を通じて、本市の魅力を全国に発信す
るとともに、地域産業の振興および地域経済の活性化を図ってい
ます。
　ふるさと納税返礼品の更なる充実を図るため、加
工品、ワイン、体験型サービスなどを提供いただけ
る事業者を随時募集しています。
　返礼品は、食品や製品などの「モノ」に限らず、体
験・サービスといった「コト」の提供も可能です。
　ご関心のある方は、お問い合わせください。
※総務省が定める地場産品基準に適合する返礼品が対象となります。

移住支援ポータルサイト

「甲州らいふ」掲載事業者様大募集!
ふるさと納税返礼品取扱事業者を

募集しています

有
料
広
告

　甲州市の地域情報や魅力を発信している「甲州らいふ」に掲載させていただ
ける市内の飲食店・宿泊施設等を募集します。リンク掲載になりますので、独
自のホームページやSNS等があり適宜更新されている事業者様に限らせてい
ただきます。
　市外からのお客様がご利用可能で市の魅力発信に繋がるような業態であれ
ば原則として業種は問いません。また、掲載に係る費用は無料です。
　掲載を希望される方は下記のメールアドレスにリンク先のアドレスを貼付
し、タイトルを「甲州らいふ掲載希望」としてご連絡ください。担当からご連絡
させていただきます。
　皆さまの事業のひとつひとつが地域情報であり魅力にもなります。たくさ
んのご応募お待ちしています。

詳細は、市ホームページをご確認ください。

 政策秘書課 秘書・広聴広報担当
☎32-5063

●カラー（1カ月） 20,000円
●白　黒（1カ月） 10,000円広報こうしゅう

●1カ月	 7,000円市ホームページ
（バナー）

広報こうしゅう・甲州市ホームページ

有料広告募集!
毎月1日発行 12,000部

 総務課 デジタル推進担当　☎32-2111（内線2391）
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スマートフォンの基本的な操作方法について学びます。
甲州市高齢者スマートフォン購入費補助事業対象講座です。
〈内容〉
●スマホの基礎知識　●音声検索
●カメラの操作　●マイナポータルの紹介
〈日時〉 2月17日（火）午前10時～正午
〈会場〉 甲州市民文化会館 3階 第2研修室
〈講師〉 株式会社フォネット社員
〈定員〉 8名程度
〈持ち物〉 お持ちのスマートフォン

※スマホ貸出あり（お持ちでない方はご相談ください。）
※電話でお申し込みください。
（土･日･祝日を除く午前8時30分～午後5時15分）

詳細はこちら

24時間以内に放送された
防災行政無線の内容を
確認できます。

いまの放送聞き逃した！
そんなときは…
☎0553-33-99000553-33-9900へ!
通話料がかかります

防災行政無線



　本日はお忙しい中、多数のご来賓の皆さまの
ご臨席を賜り、この様に盛大な20歳の出発を
開催できましたこと、とても嬉しく思っており
ます。また、多くの皆さまから私たちのために
お祝いと激励のお言葉を頂戴し、参加者一同心
より厚く感謝申し上げます。
　この世に生を受けてから早20年が経ち、本
日より大人の仲間入りをしました。この20年
間、私たちを愛情こめて育ててくれた家族、た
くさんの言葉を教え導いてくださった先生方、
幼いころから温かく見守ってくださった地域
の皆さま、たくさんの方々に見守られ支えられ
成長してきました。
　また、この自然豊かな甲州市で共に過ごし
育ってきた仲間たちと本日20歳の出発を迎え
られたことにこの上ない喜びを感じています。
これから先進む道はそれぞれ違いますが、甲州
市出身者としての誇りを胸に、そして共に過ご
した仲間との絆を大切にして生きていきたい

と思っております。
　すでに働いている者、自分の夢や目標の為に
学業に励む者や努力を続けている者とそれぞ
れ立場は違いますが、20歳という大きな節目
を迎えたことを機に、自分の言動に責任を持
ち、社会人の一員としての自覚を心に刻んで歩
んでいくことが大切だと思っております。と
はいえ、まだまだ未熟な私達ですので、どうか
これからも温かく見守っていただきご指導ご
鞭撻をいただきますようお願い申し上げます。
　最後になりますが、本日ご臨席を賜りました
ご来賓の皆さま、私達を支えて見守ってくだ
さっている家族、また、このように華やかな20
歳の出発の開催にご尽力くださいました関係
者の皆さま、全ての方々に深く感謝申し上げま
す。本日参加されました皆さまのご健康とご
多幸をお祈りし、お礼の言葉とさせていただき
ます。

お礼の言葉 「甲州市2
はたち

0歳の出
たびだち

発」　実行委員長 中澤 茉凛さん

　これまで支えてくれた家族や友
人、先生方への感謝を胸に、20歳
という節目を迎えました。夢をか
なえるために働く中で、「自分のた
め」から「誰かのため」に働く喜び
を知り、努力を重ねることで夢に
近づけることを実感しました。
　これからは、車の魅力と価値を
大切に伝える仕事に挑戦し、責任
ある大人として成長していくこと
を誓います。

　1月11日、甲州市民文化会館で、学年年齢20歳
の方を対象に「令和8年甲州市2

はたち

0歳の出
たびだち

発」が開催
されました。本年度は311名の皆さんが20歳を
迎え、艶やかな振袖や真新しいスーツに身を包み、
感謝と希望を胸に新たな門出となる式典に集いま
した。
　20歳の皆さんは恩師や友人らとの久しぶりの
再会に喜び、会場は晴れやかな笑顔が溢れるとと
もに、新たな門出の第一歩を踏み出しました。

「甲州市2
はたち

0歳の出
たびだち

発」

　「世の中に絶対はない」
　大人になるにつれ、自分の可能
性に蓋をしていませんか。明日が
来ることは当たり前ではないから
こそ、子どもの頃のように「今やり
たいこと」に迷わず挑戦すること
が大切です。
　これまで関わってくれた全ての
人への感謝を胸に、一度きりの人
生を後悔なく挑み続ける日々を力
強く歩んでいきます。

三澤 惺七さん 加藤 ひかるさん

二十歳の抱負

2令和 8 年 2 月3 広報こうしゅう



山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

甲
種
功
労
章

功
刀
　
　
健（
塩
山
分
団
）

木
下
　
優
人（
奥
野
田
分
団
）

小
澤
　
直
樹（
松
里
分
団
）

佐
野
　
剛
彦（
東
雲
分
団
）

乙
種
功
労
章

保
坂
　
直
紀（
塩
山
分
団
）

田
辺
　
健
太（
塩
山
分
団
）

澤
登
　
崇
行（
塩
山
分
団
）

保
坂
　
敬
治（
塩
山
分
団
）

中
川
　
真
臣（
奥
野
田
分
団
）

荻
原
　
一
真（
奥
野
田
分
団
）

前
島
　
響
平（
松
里
分
団
）

奥
村
　
俊
也（
松
里
分
団
）

竹
井
　
翔
悟（
松
里
分
団
）

風
間
　
由
貴（
松
里
分
団
）

清
水
　
克
修（
玉
宮
分
団
）

雨
宮
　
陽
介（
神
金
分
団
）

田
邉
　
健
一（
神
金
分
団
）

小
澤
　
　
誠（
勝
沼
分
団
）

丸
山
　
和
也（
勝
沼
分
団
）

内
藤
　
利
也（
勝
沼
分
団
）

奥
村
　
洋
平（
祝
分
団
）

金
井
　
友
裕（
祝
分
団
）

大
村
　
澄
也（
祝
分
団
）

鮎
澤
　
佳
典（
東
雲
分
団
）

石
原
　
淳
哉（
東
雲
分
団
）

篠
田
　
和
貴（
東
雲
分
団
）

梅
井
　
愼
介（
菱
山
分
団
）

佐
藤
　
宏
樹（
大
和
分
団
）

手
塚
　
智
彦（
大
和
分
団
）

小
野
　
　
隼（
神
金
分
団
）

田
邊
　
祐
一（
神
金
分
団
）

山
口
　
美
展（
勝
沼
分
団
）

内
藤
　
優
輝（
勝
沼
分
団
）

雨
宮
　
祐
太（
勝
沼
分
団
）

雨
宮
　
　
翼（
祝
分
団
）

小
川
　
勇
也（
祝
分
団
）

三
科
　
拓
哉（
東
雲
分
団
）

田
中
　
幸
宏（
東
雲
分
団
）

津
田
　
丈
嗣（
菱
山
分
団
）

三
森
　
　
翼（
菱
山
分
団
）

佐
藤
　
一
輝（
大
和
分
団
）

河
野
　
洋
平（
大
和
分
団
）

佐
藤
　
　
希（
大
和
分
団
）

無
火
災
部

大
和
分
団
　
第
１
部

東
山
梨
消
防
本
部

消
防
長
表
彰

功
労
章

広
瀬
　
雄
司（
松
里
分
団
）

白
川
　
光
正（
神
金
分
団
）

西
矢
　
智
一（
菱
山
分
団
）

天
野
　
浩
幸（
大
和
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会
感
謝
状

正
会
員
感
謝
状

有
賀
　
耕
二（
大
和
分
団
）

平
山
　
健
二（
大
和
分
団
）

峡
東
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

所
長
表
彰

功
労
章

小
野  

隆
弘（
神
金
分
団
）

奥
山  

睦
生（
勝
沼
分
団
）

大
沢  

裕
樹（
東
雲
分
団
）

飯
塚  

利
之（
菱
山
分
団
）

林 

　 

洋
平（
大
和
分
団
）

日
下
部
警
察
署
長

防
犯
協
会
日
下
部
支
部
長

表
彰

功
労
章

山
中
　
伸
也（
塩
山
分
団
）

廣
瀬
　
一
輝（
塩
山
分
団
）

町
田
　
　
圭（
塩
山
分
団
）

渡
辺
　
亜
季（
塩
山
分
団
）

石
原
　
拓
郎（
奥
野
田
分
団
）

山
本
　
晃
郷（
松
里
分
団
）

町
田
　
眞
人（
松
里
分
団
）

村
田
　
裕
紀（
松
里
分
団
）

町
田
　
晃
一（
松
里
分
団
）

甲
州
市
長
表
彰

功
労
章

高
畑
　
龍
樹（
塩
山
分
団
）

村
田
　
和
繁（
塩
山
分
団
）

金
井
　
正
和（
奥
野
田
分
団
）

雨
宮
　
由
規（
奥
野
田
分
団
）

坂
本
　
周
謙（
松
里
分
団
）

古
屋
　
潤
基（
松
里
分
団
）

古
屋
　
　
将（
玉
宮
分
団
）

雨
宮
　
　
学（
玉
宮
分
団
）

有
川
　
　
昇（
大
藤
分
団
）

山
口
　
和
雄（
大
藤
分
団
）

田
邉
　
真
也（
神
金
分
団
）

清
雲
　
敬
祐（
神
金
分
団
）

鶴
田
　
修
平（
勝
沼
分
団
）

内
田
　
和
樹（
勝
沼
分
団
）

武
藤
　
立
雄（
祝
分
団
）

伊
藤
　
靖
仁（
祝
分
団
）

早
川
　
幸
一（
東
雲
分
団
）

篠
田
　
和
貴（
東
雲
分
団
）

内
田
　
和
仁（
菱
山
分
団
）

三
森
　
基
史（
菱
山
分
団
）

雨
宮
　
　
真（
大
和
分
団
）

手
塚
　
翔
太（
大
和
分
団
）

萩
原
　
麻
由（
女
性
消
防
隊
）

甲
州
市
消
防
団
長
表
彰

功
労
章

笹
本
　
雄
大（
塩
山
分
団
）

橋
爪
　
　
幸（
塩
山
分
団
）

深
澤
　
宙
夢（
玉
宮
分
団
）

望
月
　
　
優（
大
藤
分
団
）

木
曽
川
晃
一（
大
藤
分
団
）

広
瀬
　
勇
人（
神
金
分
団
）

古
屋
　
　
聡（
神
金
分
団
）

岩
波
　
雅
之（
神
金
分
団
）

奥
山
　
祐
史（
勝
沼
分
団
）

笠
原
龍
之
介（
勝
沼
分
団
）

竹
内
　
武
男（
祝
分
団
）

若
林
　
洋
介（
祝
分
団
）

廣
瀬
　
大
晃（
東
雲
分
団
）

大
村
　
優
介（
東
雲
分
団
）

石
原
　
一
聖（
東
雲
分
団
）

西
尾
　
将
志（
菱
山
分
団
）

奥
田
　
　
諒（
菱
山
分
団
）

米
山
　
俊
哉（
大
和
分
団
）

古
屋
　
拓
志（
大
和
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会

東
山
梨
支
部
長
表
彰

甲
種
功
労
表
彰

柳
場
　
和
広（
勝
沼
分
団
）

後
藤
　
一
隆（
祝
分
団
）

鈴
木
　
光
将（
菱
山
分
団
）

乙
種
功
労
表
彰

駒
井
　
　
洸（
塩
山
分
団
）

上
野
　
諒
二（
塩
山
分
団
）

加
藤
　
雄
平（
奥
野
田
分
団
）

北
井
　
一
武（
奥
野
田
分
団
）

一
ノ
瀬
　
充（
松
里
分
団
）

藤
巻
　
雄
司（
松
里
分
団
）

清
水
　
克
修（
玉
宮
分
団
）

窪
田
　
　
颯（
塩
山
分
団
）

松
田
　
友
貴（
塩
山
分
団
）

輿
水
　
佑
太（
塩
山
分
団
）

遠
藤
　
良
太（
奥
野
田
分
団
）

丸
山
　
雅
高（
奥
野
田
分
団
）

古
屋
　
雄
大（
松
里
分
団
）

長
塚
　
流
空（
松
里
分
団
）

赤
沼
　
大
地（
松
里
分
団
）

坪
川
　
景
介（
松
里
分
団
）

向
山
　
発
輝（
玉
宮
分
団
）

小
澤
　
学
都（
玉
宮
分
団
）

小
沢
　
篤
史（
勝
沼
分
団
）

中
村
　
康
平（
勝
沼
分
団
）

河
野
　
俊
紀（
勝
沼
分
団
）

高
埜
　
秀
之（
東
雲
分
団
）

廣
里
　
公
士（
東
雲
分
団
）

星
野
　
大
河（
東
雲
分
団
）

中
山
　
勇
人（
東
雲
分
団
）

岡
村
　
重
人（
東
雲
分
団
）

佐
藤
　
康
静（
菱
山
分
団
）

佐
藤
　
勇
武（
大
和
分
団
）

川
﨑
　
　
舞（
女
性
消
防
隊
）

小
林
　
香
穂（
女
性
消
防
隊
）

若
林
ひ
か
理（
女
性
消
防
隊
）

無
火
災
分
団
、部

東
雲
分
団

菱
山
分
団

塩
山
分
団
　
第
１
部

塩
山
分
団
　
第
５
部

木
曽
川
博
文（
大
藤
分
団
）

松
山
　
典
嗣（
神
金
分
団
）

中
村
　
好
洋（
神
金
分
団
）

栗
原
　
洋
一（
勝
沼
分
団
）

三
森
　
佑
樹（
勝
沼
分
団
）

奥
村
　
洋
平（
祝
分
団
）

曽
根
　
悠
司（
東
雲
分
団
）

三
澤
　
　
敦（
東
雲
分
団
）

古
屋
　
敏
弘（
菱
山
分
団
）

野
澤
　
照
季（
大
和
分
団
）

優
良
部

塩
山
分
団
　
　
第
１
部

奥
野
田
分
団
　
第
１
部

松
里
分
団
　
　
第
３
部

玉
宮
分
団
　
　
第
１
部

大
藤
分
団
　
　
第
１
部

神
金
分
団
　
　
第
３
部

勝
沼
分
団
　
　
第
１
部

祝
分
団
　
　
　
第
３・４
部

東
雲
分
団
　
　
第
４
部

菱
山
分
団
　
　
第
１
部

大
和
分
団
　
　
第
２
部

優
良
団
員

池
田
　
勇
人（
塩
山
分
団
）

楠
　
　
善
伎（
塩
山
分
団
）

大
沢
　
裕
貴（
塩
山
分
団
）

樋
口
　
飛
鳥（
奥
野
田
分
団
）

手
塚
　
　
優（
奥
野
田
分
団
）

中
村
　
恵
輔（
松
里
分
団
）

小
澤
　
龍
司（
松
里
分
団
）

武
藤
　
茂
樹（
松
里
分
団
）

小
佐
川
　
篤（
玉
宮
分
団
）

広
瀬
　
仲
也（
大
藤
分
団
）

安
藤
　
哲
也（
神
金
分
団
）

市
長
告
辞

団
長
訓
辞

表
彰
状
贈
呈

分
列
行
進

甲州市消防団

出初式出初式
　甲州市消防団は1月11日、塩山総合グラウンドで出初式を挙行しました。
　日頃から地域の消防・防災活動に貢献している団員の方々に、山梨県消
防協会長等から表彰状などが贈呈されました。受賞された皆さんは次の
とおりです。	 （敬称略・順不同）

　消
防
団
は
、
地
域
に
お
け

る
消
防・
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、地
域
に
密
着
し
、住

民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。　あ

な
た
の
チ
カ
ラ
が
消
防

団
に
は
必
要
で
す
。

●
応
募
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

18
歳
以
上
の
方

（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
待
遇

年
報
酬・手
当
支
給
、公
務

災
害
補
償
、
退
職
報
償
金

（
勤
続
５
年
以
上
）

 

総
務
課

　 

行
政・危
機
管
理
担
当

☎
32
‐
5
0
4
1

自
分
た
ち
の
街
だ
か
ら
、

自
分
た
ち
の
手
で
守
り
た
い
。

甲
州
市

消
防
団
員
募
集

入団申込みはこちら
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山梨税務署からのお知らせ

期　間 　2月16日（月）〜3月16日（月）※土･日･祝日を除きます。

会　場 　夢わーく山梨 3階 大集会室(山梨市上神内川1348) 
時　間 　受付／午前8時30分〜午後4時　相談／午前9時〜

※確定申告会場への入場にはオンライン事前予約が必要です。 
※当日、確定申告会場でも入場整理券を配付しておりますが、長時間お待ちいただく場合

があります。 
※入場整理券の配付が終了次第、事前予約の方以外の受付を締め切ります。 
※LINEアプリで国税庁LINE公式 アカウントを 「友だち追加」 して予約してください。 
※土地建物等・金地金の譲渡および贈与税のご相談がある場合には、甲府税務署資産課税部門にお問い合わせください。

○原則、スマートフォンで申告書を作成していただきます。 
○申告書等の提出のみの場合は、税務署に直接お持ちいただくか、東京国税局業務センター甲府分室へ

郵送してください。 
　【書類の送付先】〒400-8541　甲府市丸の内1-1-18甲府合同庁舎　東京国税局業務センター甲府分室 
○確定申告関係の用紙については、「国税庁ホームページ」からダウンロードできます。 
　（税務署および市役所の用紙は数に限りがございます。）

※ふるさと納税ワンストップ特例を申請された方が、確定申告書を提出した場合は、ワンストップ特例の適用
が無くなります。そのため、確定申告書を提出する場合は、ワンストップ特例を申請した寄附金も申告する
必要がありますのでご注意ください。 

持ち物 　・ご自身のスマートフォン、マイナンバーカード 
※マイナンバーカードを発行する際に設定したパスワード2つも、併せてご確認願います。 

・利用者証明用電子証明書（数字4桁） 
・署名用電子証明書（英数字6文字以上16文字以下） 
※前年の申告書等の控えや源泉徴収票など申告に必要な書類、筆記用具、マイナンバーに係る本人確認書類（①マイナンバーカー

ドまたは②通知カードなどの番号確認書類および身元確認書類） 
※税務署から確定申告書またはお知らせのはがき等が送付されている方はその書類等 

▼来場者へのお願い 
○申告書作成会場に関するご質問について、夢わーく山梨への問い合わせはご遠慮ください。
○会場周辺の工事のため、駐車場がありません。公共交通機関をご利用ください。

申告書作成会場の開設について 

友だち追加は
こちらから！

詳しくはこちら

 山梨税務署　☎22-1411（代表）
 甲府税務署資産課税部門　☎055-254-6105（代表）※自動音声に従って用件の番号を選択すると担当者が用件にお答えします。

「作成コーナー」
はこちら

マイナポータル連携の
詳細はこちらから

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に沿って金額等を入力するだけ
で、所得税、消費税および贈与税の申告書や青色申告決算書・収支内訳書等の作成・e-Taxによる送信がで
きます。 また、自動計算されるので計算誤りがありません。 
※マイナポータル連携を利用すれば、さらに簡単に確定申告書が作成できます。

確定申告は自宅からスマホで！ 

　税務署では、税務行政のデジタル化における手続の見直しの一環として、令和7年1月から、申告書等の
控えに収受日付印の押なつを行わないこととしました。 
　令和7年1月からは、申告書等を書面で提出する際には申告書等の正本（提出用）のみを提出（送付）して
ください。 

令和7年1月からの申告書等の控えへの収受日付印の押なつは行いません

納付期限 　
【申告所得税および復興特別所得税・贈与税】 3月16日（月）　【消費税および地方消費税】 3月31日（火） 

※申告書の提出後に税務署から納付書の送付や納税通知等のお知らせはありません。 

振替納税について

　所得税や消費税の納付には、金融機関や窓口に出向かなくても納付手続きができる「振替納税」が便利
です。ぜひご利用ください。
　なお、新たに振替納税をお申し込みの場合は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を納付期
限までに提出してください。 
○振替納付日 　【所得税】 4月23日（木）　【消費税および地方消費税】 4月30日（木） 

国税の納付は「キャッシュレス納付」が大変便利です。「振替納税」以外にも「キャッシュレ
ス納付」の方法があります。 

納付期限と納付方法について 

詳しくはこちら
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　長期化する物価高騰の影響を強く受けている子育て世帯を支援するため、児童手当を受給する世帯に対し、物
価高対応子育て応援手当（1回限り）を支給します。

基準日 	 令和7年9月30日（火）

支給対象者
1市から令和7年9月分（※）の児童手当の支給を受けた方（申請不要）※令和7年9月に出生した児童は令和7年10月分
2基準日（令和7年9月30日時点）に甲州市に住民登録をされている公務員で、所属庁から令和7年9月分の児童
手当の支給を受けた方（申請が必要です）
3甲州市に住民登録をされている方で、令和7年10月1日から令和8年3月31日までに出生した児童の児童手当
受給者（申請が必要です）

対象児童 	 平成19年4月2日～令和8年3月31日までに出生した児童

支給額 	 対象児童1人あたり4万円（国給付金2万円、県給付金2万円）

申請について
【市からお知らせが届いた方】
・支給を受ける場合は、原則申請は不要です。児童手当の支給口座に振り込みます。	
※申請が必要な方は2月中旬にお知らせを郵送します。
※支給を辞退される場合は、受給拒否の届出書の提出が必要となりますので、2月27日（金）までに子育て支援課こども支援担当へご
連絡ください。

【公務員の方】
・基準日（令和7年9月30日時点）に市内在住の公務員で、所属庁から令和7年9月分の児童手当を受給している
方は申請が必要です。
・所属庁から配布される申請書を3月17日（火）までに子育て支援課へ提出してください。申請書には所属庁か
ら支給対象者である証明が必要です。

申請期間 	 2月16日（月）～3月17日（火）	※3月中に出生した児童の申請は4月15日（水）まで

物価高対応子育て応援手当（国）
および

山梨物価高対応子育て応援
特別給付金（県）のご案内

 子育て支援課 こども支援担当　☎32-5081

正しく知ろう！食物アレルギー正しく知ろう！食物アレルギー

 健康増進課 健康づくり担当　☎33-7812

　食物アレルギーは、本来は体にとって無害な食べ物を、異物と過剰に認識してしまうことで起こります。長年、卵、乳、
小麦が3大アレルゲンとして知られていましたが、近年「木の実類（くるみやカシューナッツなど）」の発症数が非常に多く
なっています。触れたり、吸い込んだりすることでもアレルギー反応が起こることがあり、様々な加工食品に含まれてい
るため、注意が必要です。容器包装に記載されているアレルギー表示や原材料表示を確認しましょう。

詳細は、各館にお問い合わせください。

各館で手形ができます。お子さんの成長記録にいかがですか。
プレゼントも用意しています。2月お誕生日のお友だち、集まれ!!

甲州市児童センター、親子館では、今月も親子活動をします。たくさんの親子の参加をお待ちしています♪

9日（月）〜13日（金）※祝日を除く 新聞紙であそぼう 東雲ふれあい親子館（☎44-3723）

16日（月）〜20日（金） 風船であそぼう 塩山南児童センター（☎33-7900）

24日（火）〜27日（金） のりものごっこ 塩山北児童センター（☎33-7800）
※お誕生日イベントも常時開催しています。（予約不要）

　食物アレルギーは、子どもの成長とともに症状が落ち着いていくことが多いです。自己判断で食べさせないことはせ
ず、必ず医師の指示に従い、食べられる範囲までは積極的に食べることが望ましいです。
　正しい知識を持つことが大切です。専門医や市の保健師、栄養士にご相談ください。

1日頃の保湿で皮膚のバリア機能を高めましょう。
　肌荒れの予防や治療により、食物アレルギーを防ぐことができます。
2離乳食は適切な時期に開始しましょう。
　離乳食開始時期を遅らせても、食物アレルギーを予防することはできません。アレルギーの発症を恐れて特定の
食材だけ食べずにいると、かえって発症リスクが上がることがあります。

発症、重症化予防のポイント発症、重症化予防のポイント

じんましんがでる

腹痛、吐き気、嘔吐

皮膚がかゆい

ショック状態
（呼吸困難、血圧低下、意識障害など）（呼吸困難、血圧低下、意識障害など）

目の周りがかゆい

のどがイガイガする

くしゃみ、鼻水

咳

食物アレルギーの症状食物アレルギーの症状

このような症状が見られたら必ず受診しましょ
う。医師には、食べたものや量、時間、症状を伝え
ます。皮膚の症状などは、写真を撮ってお持ちい
ただくことをお勧めします。

甲州市児童センター 親子館イベント情報
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いきいきライフ通信

第三者行為でケガや
病気をしたときは届け出を！

第三者行為でケガや
病気をしたときは届け出を！

第三者行為でケガや
病気をしたときは届け出を！

令和7年11月の医療費
国保連診療報酬請求額基準

	2億7,010万円（前年同月比	△1,637万円）
	 3万7,132円（前年同月比	△796円）

市の医療費全体
市の1人当たり医療費

 市民課 国保･年金担当　☎32-2111（内1022、1023）

　国民健康保険に加入している方が、交通事故など第三者の行為によってケガなどをした場合も、国保
を使ってお医者さんにかかることができます。
　ただし、その際は「第三者行為による傷病届」の提出が義務付けられています。
　ケガなどを治療するためにかかった医療費は、第三者（加害者）が本来負担するべきもので、一旦国保
が立て替えますが、あとで国保から第三者側（加害者や保険会社）に請求するからです。

第三者の行為によるケガ・病気とは？

交通事故にあった

他人の飼い犬に噛まれた
暴力行為を受けた
飲食店での食中毒にあった
スキー場での接触事故 など

こんなときは国民健康保険が使えません
・仕事中や通勤中の事故（労災保険の対象となります）
・飲酒運転や無免許運転などの不法行為（国民健康保険の給付が制限されます）

注意

　交通事故でケガをした場合、被害者に過失のない限りはその治療費は加害者が全額負担することが原則です。
従って国保を使って治療を受けたときは、国保が、本来加害者が負担すべき医療費を一時立て替えて支払い、あ
とから被害者に代わって加害者に請求することになります。

●警察や救急に連絡 事故後の手続きのためにも、小さな事故でも必ず警察に連絡しましょう。
	 もちろん負傷者の救護を最優先し、必要に応じて救急車を呼びましょう。

●相手を確かめる 相手の連絡先や運転免許証、自賠責保険・任意保険などを確認しましょう。
	 安易にお金を受け取ったり、示談に応じたりするのはやめましょう。

●国民健康保険の窓口へ連絡 まずは市役所の国保の窓口に、事故で受傷したことを電話連絡しましょう。
	 できるだけ早く必要書類を提出しましょう。

交通事故にあったとき

届け出に必要なもの（交通事故の場合）

提出いただいた書類を基に、市（国保連
合会）が第三者側（加害者や損害保険会
社）と連絡を取り、医療費の請求などの
交渉を行っていきます。

・第三者行為による被害届
・事故発生状況報告書
・交通事故証明書
・同意書　・誓約書
・マイナンバーがわかるもの
・本人確認書類　・印鑑

高齢者の助っ人

　介護をしている方や今後の介護が気になる方々が集まり、自由に意見交換できる場です。
　「他の方の経験を聞きたい」「介護の悩みを共有したい」そんな方にぴったりの機会です。リラッ
クスして介護について語り合い、情報交換しながらリフレッシュしませんか。皆さんの参加をお
待ちしています！

日　時 	 2月17日（火）午前10時〜11時30分
場　所 	 甲州市民文化会館	2階	大会議室
参加費 	 無料
内容 	 参加者との交流、介護支援課からの情報提供

参加対象 	 現在介護をしている方、今後の介護について不安な方、過去に介護を経験した方、
	 介護に興味のある方など、どなたでもご参加いただけます。
申込期限 	 参加人数の確認のため、前日までにご連絡をお願いします。当日参加も可能です。

 甲州市地域包括支援センター　☎32-5600 ／ 介護支援課 高齢者支援担当　☎34-5434

令和7年度 介護のつどい 「介護を語ろう」を開催します！

こうしゅうし地域みんなで支え合いフォーラム
を開催します！

日　時 	 3月7日（土）午後1時〜（午後0時30分開場）
場　所 	 甲州市民文化会館	1階	ホール
第1部 	 映画上映　「 」																																								
第2部 	 講演	　「ぼけますから、よろしくお願いします。」と

気兼ねなく言い合える地域社会をめざして／映画監督：信友直子

　認知症は、年齢を重ねれば誰でもなる可能性のあるものです。高齢化が進むにつれ認知症は増
加し、以前より身近なものとなりました。自分や家族が認知症になったとき、安心して住み続け
られる地域とは？
　大反響のドキュメンタリー映画の鑑賞と、娘である映画監督の講演会を通して、一緒に考えて
みませんか。

 甲州市社会福祉協議会　☎34-8195

©「ぼけますから、よろしくお願いします。」製作・配給委員会

　娘である「私（映画監督・信友直子）」の視
点から、認知症の患者を抱えた家族の内側
を丹念に描いたドキュメンタリー。2016
年、2017年とTVで放映されると、視聴者か
ら再放送の希望が殺到。本映画はその番組
をもとに、追加取材と再編集を行った完全
版である。娘として手をさしのべつつも、
製作者としてのまなざしを愛する両親に
まっすぐ向けた意欲作。

母、87歳、認知症。	父、95歳、初めての家事。

申込不要・入場無料
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「ゼロカーボンシティ甲州」を目指して
ZERO CARBON CITY KOSHU

分別のその先へ
～甲州市の資源物はこうして生まれ変わります～

代表的なリサイクルの流れ

 環境課 ごみ減量・リサイクル推進担当　☎33-4404

広報こうしゅう11月号では、リサイクルによって買取金が地域へ還元されていることをお伝えしました。
では、私たちがきちんと分別した資源物は、その後どうなるのでしょうか。
今回は、身近な資源物がどのように生まれ変わっているのかをご紹介します。

「正しく分別する意味」を、あらためて考えてみましょう。

ペットボトル
飲み終わったペットボトルは、きれいに洗って乾かし、ラベルとキャップを外して出すことで…
➡ 再びペットボトルや衣類の繊維、エコバッグなどに生まれ変わります。

 キャップはリサイクルステーションへは出せません。その他プラとして出してください。

紙類（新聞・段ボール・雑誌・牛乳パック・ミックス紙など）
分別された紙類は再生工場へ運ばれ…
➡ ノート、段ボール、トイレットペーパーなどの紙製品になります。

アルミ缶・スチール缶
分別された金属ごみは高温で溶かされ…
➡ 新しい缶や、自動車部品、建築資材などに再利用されます。

 アルミは特に再利用効率がよく、新しく作るよりも大幅にエネルギーを節約できるとされています。

白色トレイ
白色トレイは、主にポリスチレン製で、回収後は洗浄・破砕され…
➡ プラスチック製品や新しいトレイに再生されます。

古着類
家庭で不要になった衣類も資源として回収されます。回収された古着は…
➡ 海外で衣類として再利用されたり、布製品にリサイクルされたりします。
　 再利用できないものは、断裁し繊維として再生されます。

びん類
飲料や調味料のびん類は、破損や汚れを取り除いて分別回収されます。再資源化の過程
でガラス原料として溶解され…
➡ 新しいびんやガラス製品に生まれ変わります。

なぜ“正しい分別”が大切なの？
・汚れているとリサイクルできません　　・再選別により人の手間が増えてしまいます
・結果的に「燃えるごみ」になってしまいます
▶ひと手間の分別が「資源」になるか「ごみ」になるかを左右します。
　私たちが出す「資源物」は、決して“不要なもの”ではありません。
　正しく分別することで、また新しい形となって私たちの生活に戻ってきます。
　これからも、一人ひとりの小さな行動が、地域と地球の未来を守ります。
　引き続き、分別へのご協力をお願いします。

 観光商工課 企画・交流担当　☎32-1000

ひな飾り展示会場
　市内10ヵ所でひな飾り展示が行われています。それぞれの会場で絢爛と輝く『お雛様』『つ
るし飾り』をお楽しみください。

旧高野家住宅「甘草屋敷」／宮光園／信玄公宝物館／ドライブイン「信玄館」
ハーブ庭園旅日記／道の駅「甲斐大和」／JR東日本「塩山駅」
JR東日本「勝沼ぶどう郷駅」／市役所本庁舎 市民ロビー／勝沼図書館
※各施設の開館状況をご確認のうえ、ご来場をお願いします。

催し物
　まつりの期間中、来場者の方へのおもてなしとして、コンサートを開催します。
　ひな飾りを見ながら、特別なひとときをお楽しみください！
　催し物の詳しい情報は市ホームページをご覧ください！

　甲州市の春を告げるイベント「甲州市えんざん桃源郷ひな飾りと桃の花まつり」を2月11日
（水・祝）から4月18日（土）まで開催します！

甘草屋敷特産品販売所　☎33-5917
枯露柿の柚子巻きや甘酒、市の特産品を販売しています。
ひな飾りをご覧になった後は、ぜひお立ち寄りください。

Information

第24回甲州市えんざん桃源郷ひな飾りと
桃の花まつり開催！

開催日時	 1 2月11日（水・祝）【おまつり開幕式】 午前10時～（開演）
 2 3月19日（木）午後5時（開演）
会　場  旧高野家住宅「甘草屋敷」（塩山上於曽1651-15）
定　員  各部20名（先着順）※要予約

申込方法 電話またはLoGoフォームで氏名、住所、電話番号をご連絡ください。
 ※定員に達し次第、締め切りとなります。

観覧料  〈個人〉 大人 310円／小人 200円　〈団体〉大人 200円／小人 100円
演奏者  窪田 礼子（箏）、正宗 さやか（箏）ほか

甘草屋敷おもてなし演奏会

申込はこちら

開催日時　2月21日（土） 〈午前の部〉午前11時～　〈午後の部〉午後2時～（2回公演）
会　場 　宮光園（勝沼町下岩崎1741）
観覧料 　〈個人〉大人200円／小人100円　〈団体〉大人100円／小人50円
定　員 　各部30名（先着順）※要予約

申込方法　電話またはLoGoフォームで氏名、住所、電話番号をご連絡ください。
 ※定員に達し次第、締め切りとなります。

駐車場 　宮光園北側駐車場をご利用ください。
出演・演奏者　川口 聖加（声楽家）、成川 マサノリ（ギター）

宮光園Springコンサート（第20回）

申込はこちら

ポイント  
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甲州市の「ホット」なできごとを紹介します ！

　12月25日、本市に本拠地を置く県民球団で、元プロ野球選手の一
場靖弘氏が代表取締役を務める山梨ファイアーウィンズと連携協定
を締結しました。球団と自治体との協定は初であり、この協定では、
スポーツを通じてまちの活性化やスポーツ文化の創出、地域社会・経
済活動の発展、青少年の健全育成等に寄与することが期待されます。 

スポーツでつながるまちづくり 
山梨ファイアーウィンズと協定を締結 

　12月20日、甲州市観光商工振興協議会は、勝沼ぶどうの丘でクリ
スマスディナーコンサートを開催しました。コンサートでは、厳選
されたワインや特製クリスマスディナーを味わいながら、歌手のし
らいみちよさんらによる歌声や演奏を楽しみました。食と音楽が調
和した、贅沢なひとときとなりました。

冬のひとときを彩る音楽の夕べ 
クリスマスディナーコンサート 

　東雲小学校では、これまで給食調理室として使用していた部屋を
改修し、1・2年生が一緒に給食を楽しむ給食ルームとして整備しま
した。12月10日から利用が始まり、明るく生まれ変わった空間で、
子どもたちは笑顔で会話を交わしながら食事を楽しんでいます。使
われなくなった施設を有効活用し、学年を越えた交流が育まれてい
ます。 

旧調理室を改装 
東雲小学校に給食ルームが完成 

　12月11日、市が令和4年度から行っているアグリトレーニー事業
の1期生である、粂田和之さんが3年間の任期を終えて退任しまし
た。退任式では市長や一緒に活動をした仲間から激励の声をかけら
れていました。今後は支援機関である㈱あぐりフルーツから、のれ
ん分けされた農地で独立就農します。市では引き続き、地域農業の
担い手育成を支援していきます。 

地域おこし協力隊　 
アグリトレーニー第一期生退任式 

　12月15日～17日、峡東地域農福連携推進協議会は、ころ柿の袋詰め
作業を実施しました。市観光協会からの委託を受け実施された本作
業には、峡東地域の8事業所から延べ120人を超える方々が参加し、完
成したころ柿を一つ一つ確認しながら袋詰めし、大きさごとに丁寧に
仕分けを行いました。 

地域の産業を支える農福連携の取り組み 
枯露柿の袋詰め作業を実施 

　12月27日、甲州市民文化会館において、劇団四季ファミリー
ミュージカル「カモメに飛ぶことを教えた猫」が上演されました。毎
年クリスマスシーズンに開催される本公演は今回も満席となり、観
客は出演者の迫真の演技と美しい歌声に引き込まれていました。感
動に包まれた舞台は大きな拍手とともに幕を閉じました。 

劇団四季ファミリーミュージカル 
「カモメに飛ぶことを教えた猫」 

　1月11日、放光寺駐車場において、藤木道祖神祭太鼓乗りが行われ
ました。藤木の太鼓乗りは塩山藤木地区に江戸時代から伝わる伝統
行事で、3基の大太鼓の上で歌舞伎の演目が演じられました。冬の
夜に響く太鼓の音と迫力満点の掛け合いが、地域の方々や市内外か
ら訪れた方々の目を引き付けていました。 

無病息災、豊作を願う伝統の舞 
藤木道祖神祭太鼓乗り 

　12月26日、塩山体育館でハンドボールクリニックが開催されま
した。本市出身で日本ハンドボールリーグに所属する選手たちが講
師として参加し、市内の小・中学生に実技を交えた指導を行いまし
た。交流試合では、トップレベルの技術や迫力あるプレーに触れ、参
加した児童・生徒は指導に熱心に耳を傾けていました。 

地元から羽ばたいた選手たちが凱旋 
ハンドボールクリニック 

TOPICS

　1月13日、XR※アーティストのせきぐちあいみさんに本市初となる「甲州市ミライ創造大使」を委嘱しました。せきぐちさんの先祖が
本市にゆかりのある武田家家臣の三枝氏であることなどが縁となり、今回の大使への就任となりました。委嘱式では、仮想空間で縄文土
器に装飾したり、甘草屋敷を再現して訪問体験を行うなどのパフォーマンスを披露しました。今後は文化財をはじめとする本市の魅力
発信などにご協力いただきます。 ※XR…クロスリアリティ、現実世界と仮想世界を融合させる技術の総称

最先端の技術で市をPR 
せきぐちあいみさんに甲州市ミライ創造大使を委嘱 
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企業版ふるさと納税として 

温かな善意
ありがとうございます。

株式会社サムコマースジャパンさま（東京都渋谷区）
三和防災株式会社さま（甲府市）

有限会社百花さま（中央市）

 税務課 収納担当　☎32-5074

お忘れにならないようご注意ください。
※口座振替の方は、3月2日（月）に振替えますので、前日ま
でに残高をご確認ください。

※納税相談を税務課収納担当窓口にて随時行っています。

33月月22日（月）日（月）が納期限です。

固定資産税・都市計画税第4期・
国民健康保険税第8期の納期限について

お
知
ら
せ

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

令
和
７
年
１
月
２
日
か
ら
令
和
８
年
１

月
１
日
ま
で
に
家
屋
を
新
築（
増
築
）さ

れ
た
方
に
は
、評
価
額
算
出
の
た
め
家
屋

調
査
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
日
時
は
事
前
に

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、令
和
８
年
１
月
２
日
以
降
に
家
屋

を
新
築（
増
築
）さ
れ
た
方
は
、
翌
年
度

（
４
月
以
降
）に
家
屋
調
査
の
依
頼
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、入
居
前
に

調
査
を
希
望
さ
れ
る
場
合
な
ど
早
め
に

調
査
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
調
査
は
お
お
む
ね
１

時
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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担
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☎
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‐
５
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６
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高
額
医
療・高
額
介
護
合
算
療
養
費

申
請
勧
奨
通
知
に
つ
い
て

● 

高
額
医
療・高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

と
は

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
で
す
。
１
年
間
の
医
療
と
介
護
の

自
己
負
担
額
を
世
帯
で
合
計
し
、定
め
ら

れ
た
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、そ
の
超
え

た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、高
額

療
養
費
、高
額
介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
費

と
し
て
支
給
さ
れ
た
金
額
は
、自
己
負
担

額
か
ら
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

● 

支
給
対
象

令
和
６
年
８
月
１
日
～
令
和
７
年
７
月

31
日
の
１
年
間
に
、医
療
と
介
護
の
両
方

に
自
己
負
担
額
が
あ
り
、そ
の
世
帯
で
の

合
計
額
が
所
得
区
分
ご
と
に
定
め
ら
れ

た
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
世
帯
に
は
令

和
８
年
３
月
上
旬
に
支
給
申
請
書
な
ど

を
郵
送
し
ま
す
。

● 

申
請
方
法

支
給
申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
、支
給

申
請
書
、振
込
先
口
座
が
確
認
で
き
る
も

の
、身
分
証
明
書
等
を
持
参
の
う
え
、市

民
課
国
保・年
金
担
当
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

● 

支
給
決
定
ま
で

医
療
分
は
、申
請
か
ら
約
３
ヵ
月
後
に
医

療
保
険
者
が
決
定・支
給
し
ま
す
。
介
護

分
は
、医
療
分
決
定
後
に
、市
の
介
護
保

険
担
当
課
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

● 

申
請
の
時
効

勧
奨
通
知
が
お
手
元
に
届
い
て
か
ら
２

年
間
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
早
め

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

市
民
課 

国
保・年
金
担
当

☎
32
‐
５
１
７
３

甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す

 

市
で
は
、国
際
交
流
活
動
に
関
す
る
事
業

を
円
滑
に
行
う
た
め
、国
際
交
流
委
員
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
姉
妹
都
市
と
の

交
流
や
、諸
外
国
の
方
々
と
の
交
流
を
通

じ
て
、市
民
の
国
際
感
覚
や
意
識
を
高
め

る
た
め
の
事
業
な
ど
を
計
画
立
案
し
、実

践
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

● 

募
集
人
員
　
10
名
程
度

● 

任
期
　
２
年（
令
和
8
年
4
月
1
日
～
令

和
10
年
3
月
31
日
）

 

市
内
在
住
で
、
国
際
交
流
に
関
心
が
あ

り
、委
員
会
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
18
歳
以
上
の
方（
令
和
８

年
４
月
１
日
現
在
）

 

２
月
２
日（
月
）～
27
日（
金
）の
間
に
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
、

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

選
考
　
応
募
者
に
つ
い
て
書
類
選
考
し

ま
す
。
選
考
結
果
は
、３
月
下
旬
ま
で
に

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

※ 

申
込
書
は
窓
口
、ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
事
務
局

（
市
民
課
市
民
協
働
推
進
担
当
内
）

〒
４
０
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‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

☎
32
‐
５
５
８
３

shim
in@
city.koshu.lg.jp

1
日 時 　毎週水曜日（午後7時まで）、2月8日（日）および2月21日（土）午後1時〜5時
場 所 　市役所本庁舎 1階 市民課

・手続きの内容：マイナンバーカードの申請、交付、更新、暗証番号の再設定
・予約方法：希望日の前開庁日までに電話でご予約ください。

夜間・休日窓口のご案内夜間・休日窓口のご案内 予約制  〈平日・日中の来庁が難しい方向け〉

 市民課 住民記録・戸籍担当　☎32-5061

2
　市職員が訪問し、顔写真の撮影と申請を無料でサポートします。ご希望の場合は、電話等でご相談くださ
い。申請時に本人確認等の必要な条件を満たせば、できたカードを本人限定受取郵便でご自宅へ郵送します。

団体向け  企業・学校・サークル等のご希望の場所で申請をサポート ※原則5名以上

対象者：市民であればどなたでも
個人向け  個人宅や入院先等で申請をサポート

対象者
1  75歳以上で外出が困難な方　　 2  乳幼児（0〜6歳までの未就学児）   　
3  障害者手帳等をお持ちの方   　  4  介護保険の要介護・要支援認定を受けている方 等 

訪問日時 
1  月〜金曜日（祝日を除く）午前9時30分〜午後4時30分
2  2月8日（日）午後1時〜4時 

の注意事項
・甲州市民で申請日から約2ヵ月以内に甲州市外に転出予定がない方が対象です。
・希望日の1週間前までに電話で予約をお願いします。
・当日は申請者本人が訪問場所にいてください。
・身体を動かすことが困難な方は、介助者等の同席をお願いします。
※詳細は、お問い合わせください。

『マイナンバーカード出張申請サポート』について『マイナンバーカード出張申請サポート』について 予約制

3
　申請時に本人確認等の必要な条件を満たせば、できたカードを本人限定受取郵便でご自宅へ郵送します。
※申請窓口は予約のある時間のみ、開設します。　※持ち物は、予約受付時にお伝えします。

日 程
大和地域：2月12日（木）〜13日（金）、2月16日（月）〜18日（水）
勝沼地域：2月10日（火）〜13日（金）、2月19日（木）〜3月16日（月）（3月16日は午前中のみ）（土･日･祝日を除く）
受付時間 　午前9時〜11時30分、午後1時〜4時
会 場

大和地域：大和公民館 1階 大会議室　勝沼地域：防災センター 1階 ロビー

勝沼・大和申告会場で『マイナンバーカード申請窓口』を開設します勝沼・大和申告会場で『マイナンバーカード申請窓口』を開設します 予約制

マイナンバーカードに
関するお知らせ

T h e  S o c i a l  S e c u r i t y  a n d  T a x  N u m b e r  S y s t e m

相

　談

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

17 広報こうしゅう 1616令和 8 年 2 月令 和 8 年 2 月



申込みは
こちら

市内小中学校へ
富士山関連写真集 石原 浩さま（東京都小平市）

卓球台2台 ネット・サポートセット 2組
近藤 喜里子さま（神奈川県逗子市）

温かな善意
ありがとうございます。

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
を

募
集
し
ま
す

 

市
で
は
、男
女
共
同
参
画
の
推
進
活
動
を

し
て
い
た
だ
く「
甲
州
市
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
」を
募
集
し
ま
す
。

● 

募
集
人
員
　
５
名
以
内

● 

任
期
　
２
年（
令
和
８
年
４
月
１
日
～
令

和
10
年
３
月
31
日
）

 

市
内
在
住
で
、男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

関
心
を
持
ち
、委
員
と
し
て
積
極
的
に
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
18
歳
以
上
の
方（
令

和
８
年
４
月
１
日
現
在
）

 

２
月
27
日（
金
）ま
で
に
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、郵
送
、電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※ 

提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、推
進
委
員
の
選
考
以
外
の
目
的
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
。

● 

選
考
　
応
募
者
は
、
書
類
選
考
を
行
い
、

選
考
結
果
は
、３
月
下
旬
ま
で
に
本
人
に

通
知
し
ま
す
。

※ 

申
込
書
は
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
番
地
１

☎
32
‐
５
０
６
８

shim
in@
city.koshu.lg.jp

申
込
不
要

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症
の
ご
本
人

と
そ
の
家
族
、高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

ご
家
族
、ま
た
は
地
域
の
方
な
ど
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
、集
え
る
場
所
で
す
。

飲
み
物
を
片
手
に
お
互
い
に
情
報
交
換

や
交
流
を
し
た
り
、認
知
症
に
詳
し
い
専

門
職
ス
タ
ッ
フ
に
、認
知
症
の
こ
と
や
介

護
の
こ
と
、日
々
の
生
活
で
心
配
な
こ
と

な
ど
を
相
談
し
た
り
し
な
が
ら
、ゆ
っ
く

り
と
し
た
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。

 

２
月
12
日（
木
）（
毎
月
第
２
木
曜
日
）

 

午
前
10
時
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

第
３
会
議
室

１
０
０
円（
飲
み
物・お
菓
子
代
）

 

介
護
支
援
課
高
齢
者
支
援
担
当

☎
34
‐
５
４
３
４

 

社
会
福
祉
法
人
光
風
会 

光
風
園

☎
33
‐
７
５
１
１

令
和
７
年
度

多
面
的
機
能
増
進
活
動
表
彰
に
つ
い
て

 

山
梨
県
多
面
的
機
能
推
進
協
議
会
で
は
、

地
域
に
存
す
る
農
地
、農
業
用
水
路
等
の

農
村
環
境
保
全
等
の
活
動
を
活
発
に
行

わ
れ
て
い
る
活
動
組
織
に
対
し
、今
年
度

は
、12
月
23
日
に
県
立
文
学
館
で
開
催
さ

れ
た「
や
ま
な
し
水
土
里
を
育
む
集
い
」

に
お
い
て
、「
多
面
的
機
能
増
進
活
動
表

彰
式
」を
行
い
、大
藤
地
区
の「
一
葉
の
里

保
全
会
」が
、県
農
政
部
長
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

 

国
民
年
金
保
険
料
を「
う
っ
か
り
忘
れ
て

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
」、「
忙
し

く
て
金
融
機
関
の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
で

支
払
う
時
間
が
な
い
」と
い
う
方
は
、便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

● 

口
座
振
替
で
の
振
替
方
法

次
か
ら
選
ん
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け

ま
す
。

 

２
年
前
納

振
替
開
始
月
～
翌
々
年
３
月
分・割
引
あ

り※ 

次
回
以
降
は
、２
年
分（
24
カ
月
分
）

の
保
険
料
を
４
月
に
口
座
振
替
し
ま

す
。

 

２
年
前
納（
４
月
開
始
）

４
月
～
翌
々
年
３
月
分・割
引
あ
り

※ 

最
初
の
４
月
が
到
来
す
る
ま
で
は
、

１
カ
月
分
ず
つ
の
保
険
料
を
割
引
な

し
で
口
座
振
替
し
ま
す
。

 

１
年
前
納

４
月
～
翌
年
３
月
分・割
引
あ
り

 

６
ヵ
月
前
納

４
月
～
９
月
分
、10
月
～
翌
年
３
月
分・

割
引
あ
り

 

当
月
末
振
替

早
割・割
引
あ
り

※ 

本
来
の
納
付
期
限
よ
り
１
ヵ
月
早
く

振
替
す
る
方
法
で
す
。

 

翌
月
末
振
替
…
割
引
な
し

● 

２
年
前
納（
４
月
開
始
）の
注
意
点

直
近
の
４
月
か
ら
２
年
前
納
の
開
始
を

希
望
す
る
場
合
は
、「
２
年
前
納（
４
月
開

始
）」を
選
択
し
、
２
月
末（
必
着
）ま
で

に
申
出
書
を
日
本
年
金
機
構
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
マ
イ
ナ

 

農
林
振
興
課 

農
林
土
木
担
当

☎
32
‐
５
０
９
３

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

令
和
８
年
度 

学
生
募
集

 

新
た
な
生
き
が
い
づ
く
り
と
仲
間
づ
く

り
で
、健
康
で
活
力
に
満
ち
た
、地
域
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま

す
。
シ
ニ
ア
の
生
涯
学
習
の
場「
山
梨
こ

と
ぶ
き
勧
学
院
」で
学
び
ま
せ
ん
か
。

● 

入
学
案
内・募
集
要
項
配
付

１
月
下
旬
か
ら
各
市
町
村
の
教
育
委
員

会
や
、教
育
事
務
所
な
ど
で
配
付

● 

出
願
受
付

２
月
２
日（
月
）～
３
月
13
日（
金
）

● 

修
業
年
限

２
年（
１
年
間
で
25
講
座
実
施
予
定
）

 

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

● 

講
座
日

１
年
生
は
主
に
金
曜
日（
月
平
均
２
回
）

 

入
学
後
に
基
本
学
習
費
と
し
て

２
０
，０
０
０
円（
予
定
）を
納
入

※ 

詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
山
梨
こ
と
ぶ

き
勧
学
院
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

甲
府
方
面

☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
６
９
４
７

都
留
方
面

☎
０
５
５
４
‐
45
‐
７
３
３
５

ポ
ー
タ
ル
を
経
由
し
て「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」か
ら
口
座
振
替
を
お
申
し
込
み
い
た

だ
く
と
、口
座
の
確
認
に
時
間
が
か
か
ら

ず
、
す
み
や
か
に
前
納
を
開
始
で
き
ま

す
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

甲
府
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
４
１

甲
州
市
こ
ど
も
計
画（
素
案
）に

対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

 

令
和
５
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
こ
ど
も

基
本
法
で
は
、都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村

は
、こ
ど
も
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、こ
ど
も
計
画
の
策
定
に

努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、こ
ど
も
が
将
来
に
わ
た

り
幸
福
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、本
市
の

こ
ど
も
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推

進
す
る
た
め
、現
状
把
握
を
す
る
と
と
も

に
、こ
ど
も
や
若
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
を
行
い
、「
甲
州
市
こ
ど
も
計
画
」

（
素
案
）を
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
の
計
画
策
定
の
参
考
と
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見（
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
）を
募
集
し
ま
す
。

● 

閲
覧
場
所

 
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
市
役
所
本
庁
舎
　
子
育
て
支
援
課
、勝
沼

支
所
お
よ
び
大
和
支
所

● 

意
見
募
集
期
間

２
月
９
日（
月
）ま
で

● 

意
見
を
提
出
で
き
る
方

 

市
内
在
住
の
方

 

市
内
に
通
勤
、在
学
し
て
い
る
方

 

市
内
で
事
業
等
を
営
む
方
ま
た
は
計
画

要
申
込
・
無 

料

県
央
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

メ
タ
バ
ー
ス
合
同
企
業
説
明
会

 

メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
て
地
元
企
業
と

全
国
の
求
職
者
を
つ
な
ぐ
新
し
い
形
の

合
同
企
業
説
明
会
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、
参
加
可
能
で
す
。

ア
バ
タ
ー
と
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
参
加
し
、

企
業
の
担
当
者
と
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え
る
こ
と
が
特
色
で

す
。

 

３
月
８
日（
日
）

 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
希
望
者
な
ど
誰
で

も
参
加
可
能

● 

参
加
企
業
　
圏
域
内
に
事
業
所
の
あ
る

１
０
０
社
以
上
を
予
定

 

３
月
７
日（
土
）ま
で
に
申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

観
光
商
工
課 

ワ
イ
ン・商
工
振
興
担
当

☎
32
‐
５
０
９
１

精
神
障
害
者
家
族
会

甲
州
市
し
ゃ
く
な
げ
会
の
ご
案
内

 

甲
州
市
し
ゃ
く
な
げ
会
で
は
、ご
家
族
同

士
が
交
流
で
き
る
場
を
定
期
的
に
設
け

て
い
ま
す
。
同
じ
思
い
の
ご
家
族
と
話

を
し
て
、少
し
の
間
、ほ
っ
と
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

に
関
し
直
接
的
な
利
害
関
係
を
有
す
る

方
● 

提
出
方
法

任
意
の
様
式
に
、住
所
、氏
名
、連
絡
先
を

記
入
の
上
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
、持

参
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

※ 

電
話
や
口
頭
に
よ
る
ご
意
見
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

● 

提
出
先

 

郵
送
　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１（
住
所
不

要
）

子
育
て
支
援
課

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
32
‐
５
０
７
９ 

子
育
て
支
援
課

あ
て

 

メ
ー
ル

kosodate@
city.koshu.lg.jp

 

持
参

子
育
て
支
援
課
、勝
沼
支
所
、大
和
支
所

● 

そ
の
他

 

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
市
の
考
え

と
と
も
に
公
表
し
ま
す
。

 

ご
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
い
た

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、ご
意
見
の
原
稿
等
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

 

住
所
、氏
名
な
ど
個
人
に
関
す
る
情
報
は

公
表
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、他
の
目
的
で
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

子
育
て
支
援
課 

こ
ど
も
支
援
担
当
　

☎
32
‐
５
０
８
１

 
福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５
　

32
‐
５
０
７
９

Y
B
S
ラ
ジ
オ

F
M
転
換
実
証
実
験
に
関
す
る
お
知
ら
せ

 

Y
B
S
ラ
ジ
オ
は
、
３
月
１
日
か
ら

「
F
M
転
換
実
証
実
験
」を
行
い
、
A
M

の
運
用
を
休
止
し
て
、FM

90.9M
Hz

の
み
の
放
送
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、３
月
１
日
か
ら
は
、FM

90.9M
Hz

以
上
が
受
信
で
き
る
ワ
イ
ド
F
M

対
応
ラ
ジ
オ
、
ま
た
は
無
料
ア
プ
リ

「
r
a
d
i
k
o
」で
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、役
立
つ
生

活
情
報
や
、
防
災・
減
災
に
つ
な
が
る
放

送
に
、引
き
続
き
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

 

Y
B
S
ラ
ジ
オ 

F
M
転
換
準
備
室

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
１
１
８
９

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室
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ら
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ら
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有
料
広
告

凍結させないために…
 屋外にある蛇口に保温材や電熱線を巻くなど、水
道管を保温しましょう。

 メーターボックス内に保温材（布切れや発泡スチ
ロールを濡れないようにビニール袋に入れたも
の）を詰めて、メーター器を保温しましょう。

 長期間不在になるときは、水抜き栓を操作して水
道管の中の水を抜きましょう。

 対策ができないときは、少量の水を出すことで凍
結防止ができます。（水量に応じて水道料金も増
加しますので、ご注意ください）

もし凍結してしまったら…
 水道管が凍結・破損したときは、甲州市指定水道工事業
者に修理を依頼してください。（工事業者一覧表は、市
ホームページをご覧いただくかお問い合わせください）

凍結から水道管を
守りましょう!

 上下水道課　☎32-5077

熱湯をかけると、水道管が破損する危険あり！

相

　談

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の
個
別
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

 

市
内
で
空
き
家
や
今
後
空
き
家
に
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
物
件
を
所
有
し
て

い
る
方
で
、甲
州
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

を
利
用
し
て
空
き
家
の
活
用
、売
却
、処

分
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
に
ご
利
用
い

た
だ
き
た
い
相
談
会
で
す
。
市
の
担
当

者
と
不
動
産
の
専
門
家
が
対
応
い
た
し

ま
す
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
利
用
し
た
相
談
も

可
能
で
す
。

 

２
月
18
日（
水
）

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
２
会
議
室

 

市
内
で
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
方
、今

後
空
き
家
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

状
態
に
あ
る
も
の
の
所
有
者
、
管
理
者
、

相
続
予
定
者（
業
者
は
除
く
）

● 

定
員
　
４
組（
先
着
順
）１
組
40
分
ま
で

 

相
談
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
、納
税
通
知

書
、空
き
家
の
写
真・登
記
簿
、建
築
関
係

書
類
を
お
持
ち
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ

に
進
み
ま
す
。

 

２
月
16
日（
月
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
二

次
元
コ
ー
ド
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

 

政
策
秘
書
課 

地
域
未
来
戦
略
担
当

☎
32
‐
５
０
３
７

要
予
約
・
無 

料

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

 

年
金
請
求
手
続
き
、年
金
受
給
者
の
死
亡

に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入・
納
付
記

録
の
確
認
や
年
金
額
の
計
算
な
ど

 

２
月
26
日（
木
）

 

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午

　 

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
４
時

 

山
梨
市
役
所

 

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の（
年
金
手

帳
、年
金
証
書
等
）お
よ
び
本
人
確
認
書

類（
運
転
免
許
証
等
）を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ま
た
代
理
人
の
方
が
お
越
し
の
場

合
は
、委
任
状
と
代
理
人
の
方
の
本
人
確

認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

甲
府
年
金
事
務
所

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

予
約
不
要
・
無 

料

勝
沼・大
和
地
域
行
政
相
談

 

行
政
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、行
政
相
談

委
員
が
身
近
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

２
月
20
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー 

１
階 

会
議
室

 

甲
州
市
民

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

予
約
不
要
・
無 

料

特
設
人
権
相
談
所
開
設

 

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
、児
童
虐
待
、ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
、人
権
に
関
わ
る
相
談
等
を
人

権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

※ 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 

２
月
２
日（
月
）

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室

 

甲
州
市
民

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

要
予
約

無
料
法
律
相
談

 

２
月
16
日（
月
）

 

午
後
１
時
30
分
～
５
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

2
階 
第
1
会
議
室

 

甲
州
市
民

● 

定
員
　
７
名（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分

以
内
）

※ 

２
月
５
日（
木
）午
前
８
時
30
分
～
２
月

13
日（
金
）の
間
に
電
話（
土
･
日
･
祝

日
を
除
く
）で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※ 

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、ご
利
用
は
原
則
、年
度
内
１

人
１
回
限
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

要
予
約
・
無 

料

あ
ん
し
ん
相
談

 

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、家

族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
な
ど
、心
の
悩
み
や
不
安
を
中
心
と
し

た
相
談
に
応
じ
ま
す
。
保
健
師
、社
会
福

祉
士
、精
神
保
健
福
祉
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。
ま
た
必
要

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
精
神
科
医
師

の
対
応
も
可
能
で
す
。

※ 

精
神
科
等
の
医
療
機
関
の
紹
介
を
目
的

と
し
た
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

随
時（
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

来
所
を
基
本
と
し
ま
す
が
、ご
事
情
に
よ

り
訪
問
等
の
対
応
も
行
い
ま
す
。
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

32
‐
５
０
７
９

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

 

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障
害

者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
べ

き
か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
を
配
置
し
て
お
り
、助
言
や

情
報
提
供
、関
係
者
間
の
調
整
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

32
‐
５
０
７
９

予
約
不
要
・
無 

料

消
費
生
活
相
談

 

消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル（
電
話
詐
欺
や
架
空
請
求
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
等
）の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
困
り
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

 

甲
州
市
民
、山
梨
市
民

◎ 

甲
州
市
会
場

 

２
月
18
日（
水
）／
25
日（
水
）

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

市
役
所
本
庁
舎

１
階 

相
談
室（
市
民
課
内
）

◎ 

山
梨
市
会
場

 

２
月
３
日（
火
）／
10
日（
火
）／

17
日（
火
）／
24
日（
火
）

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

山
梨
市
役
所

◎ 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

月
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
水
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

 

甲
府
市
役
所
本
庁
舎 

４
階

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

 

山
梨
市 

商
工
労
政
課 

商
工
労
政
担
当

☎
22
‐
１
１
１
１

 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
５
３
０
９

要
予
約
・
無 

料

も
の
忘
れ
相
談

 

最
近
も
の
忘
れ
し
や
す
く
な
り
心
配
な

方
や
、気
に
な
る
症
状
が
出
て
き
た
家
族

へ
の
対
応
方
法
な
ど
、日
下
部
記
念
病
院

の
認
知
症
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

２
月
20
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～

 

市
役
所
本
庁
舎

 

２
月
17
日（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※ 

毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

 

介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
担
当

☎
34
‐
５
４
３
４

予
約
不
要
・
無 

料

こ
ど
も
家
庭
相
談

 

こ
ど
も・子
育
て
全
般
や
、児
童
虐
待
防

止
等
、家
庭
に
関
す
る
様
々
な
困
り
ご
と

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

こ
ど
も
に
対
し
て
の
不
適
切
な
対
応
は
、

こ
ど
も
の
身
体
の
成
長
や
脳
の
発
達
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。「
虐
待
か
も
」と

思
っ
た
ら
、こ
ど
も
を
救
う
た
め
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。「
あ
な
た
」の
勇
気
が
、

こ
ど
も
を
守
る
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま

す
。

※ 

連
絡
者
の
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
。
匿
名

で
の
連
絡
も
可
能
で
す
。

 

随
時

 

子
育
て
支
援
課 

こ
ど
も
家
庭
相
談
担
当

☎
33
‐
２
２
０
３

32
‐
５
０
７
９

予
約
不
要
・
無 

料

合
同
相
談

 

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
行
政
、人
権
、家
庭
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

２
月
13
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室

 

甲
州
市
民

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室
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要
予
約
・
無 

料

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

休
日
無
料
法
律
相
談

 

平
日
は
忙
し
く
て
相
談
に
行
け
な
い
と

い
う
方
に
、休
日
無
料
法
律
相
談
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
法
律
の
専
門
家
で
あ
る

弁
護
士
が
対
応
し
ま
す
。
電
話
に
て
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、今
年
度
初
回
の
方
を
優
先
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

２
月
28
日（
土
）

 

午
前
９
時
～
午
後
０
時
20
分

 

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

１
階 

会
議
室

 

甲
州
市
民

● 

定
員
　
５
名（
１
人
に
つ
き
40
分
以
内
）

 

２
月
２
日（
月
）午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

共
同
募
金
会
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談
事
務
局

☎
34
‐
８
１
９
５

要
予
約

相
続
登
記
の
無
料
相
談
会

 

司
法
書
士
が
、
相
続
や
会
社
関
係
の
登

記
、土
地・建
物
の
名
義
変
更
、遺
言
、成

年
後
見
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

２
月
15
日（
日
）

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

街
の
駅
や
ま
な
し

※ 

相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内
。

※ 

書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
行
い
ま
せ

要
申
込

き
も
の
文
化
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

ひ
な
祭
り
き
も
の
で
お
茶
会

 

き
も
の
の
た
た
み
方
や
ゆ
か
た
や
半
幅

帯
の
装
着
体
験
を
と
お
し
て
、き
も
の
の

基
本
や
魅
力
を
学
び
ま
す
。

 

３
月
15
日（
日
）

 

午
前
の
部
　
午
前
９
時
30
分
～

　 

午
後
の
部
　
午
後
１
時
30
分
～

 

甘
草
屋
敷

● 

定
員

　 

午
前
、午
後
と
も
に
12
名（
小
学
生
以
上
）

 

３
０
０
円（
茶・菓
子
代
）

● 

内
容

ゆ
か
た
の
た
た
み
方
、き
も
の（
ゆ
か
た
）

の
着
装
、煎
茶
お
茶
席
体
験
、雛
飾
り
見

学

 

着
物（
ゆ
か
た
）、長
襦
袢
、半
幅
帯
、和
装

肌
着（
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
･
体
操
服
上
下
）、

浴
用
タ
オ
ル
３
～
４
枚
、ひ
も
４
本
、伊

達
締
め
２
本
、草
履（
下
駄
）

 

３
月
12
日（
木
）ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

● 

主
催

　 

非
営
利
活
動
団
体

　 

日
本
き
も
の
教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

● 

後
援
　
甲
州
市
、甲
州
市
教
育
委
員
会

 

日
本
き
も
の
教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　

若
尾

☎
０
９
０
‐
３
５
３
４
‐
８
８
７
４

ん
。

※ 

初
め
て
の
ご
相
談
に
限
り
ま
す
。

 

山
梨
県
司
法
書
士
会

相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

予
約
不
要
・
無 

料

行
政
書
士
記
念
日
　
無
料
相
談
会

 

２
月
22
日
の
行
政
書
士
記
念
日
に
ち
な

み
、無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談

内
容
は
遺
言
･
相
続
、農
地
利
用
、契
約

書
作
成
な
ど
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
２
月
20
日（
金
）

 
午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

 

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

第
二
研
修
室

 

山
梨
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
２
６
０
１

イ
ベ
ン
ト

要
申
込
・
無 

料

M
I
R
A
I
T
O
や
ま
な
し

将
来
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

 

県
央
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
で
は
、地
元
の
魅

力
的
な
企
業
と
出
会
い
、
地
域
を
知
り
、

将
来
山
梨
県
で
生
活
を
送
る
こ
と
を
想

像
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
３
日
間
、

毎
日
日
帰
り
の
バ
ス
ツ
ア
ー
イ
ベ
ン
ト

申
込
不
要
・
無 

料

甲
州
市
生
涯
学
習
推
進
大
会

 

「
と
も
に
学
び
あ
い・と
も
に
ふ
れ
あ
い・

と
も
に
支
え
あ
い
」を
テ
ー
マ
に
全
て
の

世
代
に
わ
た
る
生
涯
学
習
の
振
興
を
図

る
た
め
本
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○ 

第
１
部
　
開
会
行
事

○ 

第
２
部
　
子
ど
も
た
ち
の
意
見
発
表

 

市
内
小
中
学
生
、塩
山
高
校
生
の
意
見
発

表
○ 

第
３
部
　
童
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

地
区
公
民
館
、自
治
公
民
館
に
よ
る
童
謡

な
ど
の
合
唱
発
表

 

童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

（
童
謡
歌
手 

若
林 

秀
和
氏
、

ピ
ア
ノ 

青
木 

陽
香
氏
、

踊
り 

篠
原 

ま
な
氏
）

 

２
月
14
日（
土
）

 

午
後
１
時
～

（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

ホ
ー
ル

 

市
内
在
住
、在
勤
ま
た
は
在
学・在
園
の

方
● 

主
催
　
甲
州
市
生
涯
学
習
市
民
協
議
会

● 

共
催
　
甲
州
市
教
育
委
員
会

 

観
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、当
日
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、で
き
る
限
り
乗
り
合
わ
せ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

周
辺
道
路
へ
の
路
上
駐
車
、周
辺
施
設
へ

の
無
断
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
生
涯
学
習
市
民
協
議
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
担
当
内
）

☎
32
‐
５
０
９
７

を
開
催
し
ま
す
。
１
日
単
位
、ホ
ー
ル
イ

ベ
ン
ト
の
み
で
も
参
加
可
能
で
す
。
就

職
活
動
を
こ
れ
か
ら
始
め
る
方
、是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

 

３
月
26
日（
木
）、27
日（
金
）、

28
日（
土
）

 

高
校
生
、大
学
生
、専
門
学
生
、大
学
院
生

 

３
月
15
日（
日
）ま
で
に
二
次
元
コ
ー
ド

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

 

ミ
ラ
イ
ト
や
ま
な
し
運
営
事
務
局

☎
０
５
５
‐
２
３
１
‐
３
３
３
３

m
iraitoyam

anashi@
gm
ail.com

要
申
込
・
無 

料

甲
州
市
国
際
交
流
の
集
い
２
０
２
６

ス
リ
ラ
ン
カ
文
化
を
学
び
味
わ
う

 

市
内
在
住
の
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
の
ガ

ヤ
ー
ン
さ
ん
か
ら
文
化
や
食
事
な
ど
を

学
び
、味
わ
う
内
容
で
す
。

 

３
月
１
日（
日
）

 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分（
午
前

10
時
受
付
開
始
）

 
勝
沼
市
民
会
館 

２
階

● 
定
員
　
30
名

 
市
内
在
住・在
勤
の
外
国
出
身
の
方
、市

内
在
住
の
日
本
人
で
国
際
交
流
に
興
味

の
あ
る
方

● 

内
容

 

ス
リ
ラ
ン
カ
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ

 

ス
リ
ラ
ン
カ
の
食
事
を
味
わ
う

 

日
本
の
文
化
を
伝
え
る

※ 

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

２
月
20
日（
金
）ま
で
に
電
話
、ま
た
は
二

次
元
コ
ー
ド
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

申
し
込
み
期
日
を
過
ぎ
て
も
、定
員
に
空

き
が
あ
る
場
合
は
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
事
務
局

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

要
申
込

宮
光
園
ひ
な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト

 

宮
光
園
に
て
ひ
な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。
き
ら
び
や
か
な
ひ
な
飾

り
を
見
な
が
ら
特
別
な
ひ
と
と
き
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
甲
州
市
出
身
の
篠

笛
奏
者
、カ
ツ
ム
ラ
ノ
ル
ナ
さ
ん
が
出
演

い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

 

２
月
28
日（
土
）　

 

午
後
２
時

 

宮
光
園

● 

定
員
　
30
名

 

大
人
２
０
０
円

　 

小
人
１
０
０
円（
観
覧
料
）

● 

出
演
者

　 

カ
ツ
ム
ラ
ノ
ル
ナ 

氏（
篠
笛
奏
者
）、

　 

大
嶽 

香
子 

氏（
ピ
ア
ノ
奏
者
）

 

２
月
2
日（
月
）～
24
日（
火
）の
間
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
担
当

☎
32
‐
５
０
７
６

ホームページ
はこちら

申込、詳細
こちら

申込みは
こちら

わたしたちのまち甲州市（学校紹介） 
●市制施行20周年を記念し、市内小中学校の特色（情報

発信能力とデジタルリテラシーを向上させるための学
習）を紹介する動画（各校の特色ある取組みと郷土を愛
する心が詰まった物語）を放映しています。 

●3月31日（火）まで 
●放映時間（午前8時30分～午後5時15分） 
●市役所本庁舎 1階 市民課前（土･日･祝日を除く） 
　甲州市民文化会館ロビー（休館日を除く） 

申込不要・無料 
戦後80年わたしたちの知らない歴史（平和学習） 
●本年度戦後80年であることから、市内小中学校では平

和へのバトン（平和学習）を紹介する動画を学校紹介動
画と一緒に上映します。 
※各校の上映スケジュールについては、組回覧をご覧ください。

●2月25日（水） 
●午前9時30分～午後4時30分 
●甲州市民文化会館 ホール 
●甲州市民、市内在学の保護者 

 教育総務課 学校教育担当　☎32-1412教育総務課からのお知らせ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

相

　談

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

23 22令 和 8 年 2 月広 報 こうしゅう



申込みは
こちら

誰でも簡単ヨガ 塩山体育館で「100人ヨガ!!」
　「100人ヨガ」に参加してみませんか？
　「寒い冬こそみんなで集まって運動しよう」をテーマに、ヨガで日ごろの運動不足を解消
しましょう。目指せ100人ヨガ!! 

内　　容 	 ヨガ系プログラム（肩･背中・腰回りのストレッチ）

日　　時 	 3月14日（土）午後7時30分～9時

場　　所 	 塩山体育館

対 象 者 	 市内在住者（高校生以上）

参 加 費 	 無料

申込方法 	 2月4日（水）～3月4日（水）の間にLoGoフォームまたは電話
	 （月曜･休館日を除く午前9時～午後5時）でお申し込みください。

定　　員 	 100人	※定員になり次第、受付終了

持 ち 物 	 飲み物（水分補給用）、タオル、体育館履き、ヨガマット
	 ※数量限定でヨガマットの貸し出し可（希望される方は申請時にお伝えください。）

講　　師 	 ㈱フィッツ所属インストラクター
	 ※中学生以下のお子様は保護者同伴であれば参加可。
	 ※当日体調のすぐれない方は参加をご遠慮ください。

申込はこちら

第
52
回
信
玄
公
祭
り

「
武
田
四
郎
勝
頼
隊
」参
加
者
お
よ
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集

◎ 「
武
田
四
郎
勝
頼
隊
」

 

甲
冑
を
着
用
し
て
パ
レ
ー
ド
へ
参
加
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

 

４
月
４
日（
土
）

 

正
午
～
午
後
９
時（
予
定
）

● 

定
員
　
約
30
名（
先
着
順
）

 

２
月
２
日（
月
）～
20
日（
金
）の
間
に
電

話（
土
･
日
･
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
）で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◎ 

通
訳
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

 

お
祭
り
の
会
場
内
で
通
訳
案
内
を
し
て

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
。

 

４
月
４
日（
土
）

 

午
後
２
時
～
７
時
30
分（
予
定
）

● 

定
員
　
約
10
名（
先
着
順
）

※ 

原
則
18
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方

※ 

英
語
ま
た
は
中
国
語
の
通
訳
が
で
き
る

方

 

２
月
16
日（
月
）ま
で
に
申
込
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
メ
ー
ル
で
、住
所
、氏
名
、電
話
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、性
別
、年
齢
、通
訳
可

能
な
外
国
語
、過
去
の
経
験
の
有
無
を
明

記
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 「
武
田
四
郎
勝
頼
隊
」参
加
者

大
和
支
所
　
☎
48
‐
２
１
１
１

 

通
訳
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

☎
０
５
５
‐
２
３
１
‐
２
７
２
２

０
５
５
‐
２
３
１
‐
３
０
４
０

shingen@
yam

akan

‐sk.jp

講
座
・
教
室

要
申
込

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
施
設
案
内
ツ
ア
ー・

親
子
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
教
室
開
催

 

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
将
来
正
し
い

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
で
食
と
ワ
イ
ン
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
ツ
ア
ー
と
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
甲
州
ブ
ド
ウ
や
ワ
イ

ン
を
学
ぶ
ミ
ニ
講
座
に
加
え
、
本
格
的

な
洋
食
料
理
と
香
り
豊
か
な
ぶ
ど
う

ジ
ュ
ー
ス
を
味
わ
い
な
が
ら
、
楽
し
く

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

 

３
月
１
日（
日
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

市
内
在
住
で
小
学
校
４
年
生
以
上
の
児

童
、中
学
生
、高
校
生
お
よ
び
そ
の
保
護

者１
人
１
，０
０
０
円

 

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘

● 

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

 

２
月
９
日（
月
）～
20
日（
金
）の
間
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

観
光
商
工
課 

ワ
イ
ン
･
商
工
振
興
担
当

☎
32
‐
５
０
９
１

要
申
込
・
無 

料

「
宇
宙
の
学
校
」指
導
者
セ
ミ
ナ
ー

● 

甲
州
市「
宇
宙
の
学
校
」と
は

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）、

子
ど
も・
宇
宙・
未
来
の
会（
K
U
‐

要
申
込

第
20
回
甲
州
市
長
杯
卓
球
大
会

 

２
月
８
日（
日
）

 

開
会
式
　
午
前
10
時
～

 

塩
山
北
小
学
校 

体
育
館

 

市
内
在
住
、在
勤
の
方
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ

協
会
卓
球
部
長
が
認
め
る
方

● 

試
合
形
式

 

男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ン
グ
ル
ス
を
行
う
。

 

年
齢
、競
技
歴
を
考
慮
し
た
ハ
ン
デ
戦
に

よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
順
位
を
決

定
す
る
。

 

硬
式
球
を
使
用
し
、（
財
）日
本
卓
球
協
会

に
よ
る
新
卓
球
ル
ー
ル
を
準
用
す
る
。

 
１
試
合
を
５
ゲ
ー
ム
で
行
い
、３
ゲ
ー
ム

先
取
で
勝
ち
と
す
る
。

 

１
ゲ
ー
ム
を
11
本
先
取
と
し
、デ
ュ
ー
ス

と
な
っ
た
場
合
は
そ
こ
か
ら
２
本
先
取

で
１
ゲ
ー
ム
取
得
と
す
る
。

※ 

年
齢
な
ど
の
ハ
ン
デ
差
も
考
慮
し
ま
す
。

 

２
月
５
日（
木
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

● 

主
催 

甲
州
市
、甲
州
市
教
育
委
員
会

● 

主
管 

甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
卓
球
部
、

甲
州
市
卓
球
協
会

 

甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
卓
球
部

（
高
野
浩
一
）

☎
０
９
０
‐
５
５
０
０
‐
１
９
５
９

 

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

☎
32
‐
５
０
９
８

M
A
）と「
宇
宙
の
学
校
」指
導
者
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
、身
近
な
教
材
を
使
っ
て

日
常
や
身
の
回
り
で
起
こ
る
事
、不
思
議

に
思
う
現
象
の
仕
組
み
な
ど
を
親
子
で

協
力
し
て
学
ぶ
体
験
学
習
教
室
で
す
。

 

来
年
度
以
降
の「
宇
宙
の
学
校
」で
メ
イ

ン
の
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構
）、
Ｋ
Ｕ
―

Ｍ
Ａ（
子
ど
も・
宇
宙・
未
来

の
会
）の
指
導
者
に
各
実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
指
導
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
宇
宙
の
学
校
」の
理
念
や
指
導
上
の
安

全
管
理
な
ど
の
講
義
お
よ
び
、各
実
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
方
法
や
注
意
点
を
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
の
教
材
を
使
い
な
が
ら
実
践
形

式
で
学
ん
で
い
き
ま
す
。

 

３
月
１
日（
日
）

 

午
後
１
時
～
４
時
30
分

	

（
午
後
0
時
30
分
受
付
開
始
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

大
会
議
室

 

「
宇
宙
の
学
校
」の
指
導
者
と
し
て
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
高
校
生
を
除
く
18
歳

以
上
の
方

● 

定
員
　
20
名

 

２
月
２
日（
月
）～
24
日（
火
）の
間
に
、

L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム（
24
時
間
受
付
）ま

た
は
お
電
話（
土
･
日
･
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

● 

主
催
　
甲
州
市
教
育
委
員
会

● 

共
催
　
認
定
N
P
O
法
人
子
ど
も・宇

宙・未
来
の
会（
K
U
―

M
A
）／

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
J
A
X
A
）

宇
宙
教
育
セ
ン
タ
ー

 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
担
当

☎
32
‐
５
０
９
７

申
込
不
要

こ
ど
も
と
お
と
な
の
ふ
れ
あ
い
広
場

な
ご
み
食
堂
を
開
催
し
ま
す

 

甲
州
市
な
ご
み
ク
ラ
ブ
主
催
、な
ご
み
食

堂
を
開
催
し
ま
す
。
な
ご
み
会
員
が
作

る
郷
土
料
理
で
あ
っ
た
か
世
代
間
交
流

を
楽
し
も
う
!!

● 

内
容
　
じ
い
じ
の
か
ぼ
ち
ゃ
ほ
う
と
う

（
１
５
０
食
）、キ
ー
マ
カ
レ
ー（
80
食
）、

昔
の
遊
び
体
験

※ 

ほ
う
と
う
お
よ
び
キ
ー
マ
カ
レ
ー
は
子

ど
も
に
は
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

 

２
月
22
日（
日
）

 

午
前
11
時
～
午
後
２
時

 

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

甲
州
市
な
ご
み
ク
ラ
ブ

☎
34
‐
８
１
９
５
　

34
‐
９
２
７
０

T O P I C S

甲州風林火山塩山太鼓のジュニアチームが
全国大会に出場します！

　甲州風林火山塩山太鼓のジュニアチームは令和７年
10月に行われた「第28回日本太鼓ジュニアコンクー
ル山梨県大会」に出場し、見事、山梨県知事賞（最優秀
賞）を受賞しました。
　この結果、山梨県代表として、3月22日に東京都で行
われる「第28回日本太鼓ジュニアコンクール」に出場
することとなりました。全国大会で
のさらなる活躍を期待しています。 

 生涯学習課 スポーツ振興担当　☎32-5098

甲州市中央公民館および塩山テニス場の施設の仮予約の方法が変わります
　4月1日（水）から甲州市中央公民館および塩山テニス場の施設の仮予約が「やまなしくらしネット」を活用した
WEB予約に変わります。
　WEB予約に切り替わることで、施設の空き状況の確認や、仮予約が24時間受付可能となります。WEB予約の活
用が難しい方は、従来どおりお電話での受付も可能です。
※電話での仮予約の受付時間は従来どおり開館日の午前9時～午後5時となります。
※令和8年3月31日（火）までにいただいた仮予約は、従来どおりの受付方法となります。
　詳細は3月以降、甲州市中央公民館受付にてマニュアルの配布や、広報誌、市ホームページ等でお知らせします。
　皆さまのご理解とご協力をお願いします。

 甲州市中央公民館についてのお問い合わせ　生涯学習課公民館担当 ☎32-1411
 塩山テニス場についてのお問い合わせ　生涯学習課 スポーツ振興担当 ☎32-5098

（甲州市民文化会館）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

市
外
局
番
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か
き
す

け ホームページ https://www.lib-koshu.jp/

☎22-0110日下部警察署 INFORMATION

Y A M A N A S H I  P O L I C E

SNS型投資・ロマンス詐欺（略して「トウロマ」）の被害防止
SNS型投資・ロマンス詐欺（略して「トウロマ」）被害の主な特徴
①きっかけ
・投資詐欺は、有名投資家や著名人などを装ったバナー広告を表示し、投資に興味がある人にクリックさせる。
・�ロマンス詐欺は、魅力的な見た目や趣味が合うと装い、インスタグラムやフェイスブック、マッチングアプリ
などで、友達申請（フォローリクエスト）をしてくる。

②興味を抱くと
・LINEのやりとりで、一度も会わずに信頼させる（好意をもたせる）。

③投資に誘導
・ニセ投資アプリ（サイト）を登録させる。
・少額入金（暗号資産の購入）させて『儲けが出ている』とみせかける。

④だまし取る方法
・『儲けが出る』と信じさせ、他人に借金させてまで全財産をつぎ込ませる。

⑤さらにだまし取る
・出金しようとすると、手数料や税金などの名目でさらにだまし取る。
・「違法行為で捜査が及ぶ」などと不安をあおって最後まで搾り取る。

SNS型投資・ロマンス詐欺（略して「トウロマ」）を防ぐポイント
○SNSで知り合った相手からお金（投資）の話をされたら全て詐欺
【一度も会ったことのない相手を信じてお金を出してはいけません。】

○知らない個人・法人名義の口座への振込は詐欺
【振込先が知らない個人や法人名義の口座の場合は全て詐欺を疑う。】
【投資も暗号資産も自分名義の口座から購入します。】

○暗号資産の送金は詐欺
【暗号資産を送金したら戻りません。】

塩
山
図
書
館 

☎
32
‐
１
５
０
５
／
勝
沼
図
書
館 

☎
44
‐
３
７
４
６
／
大
和
図
書
館 

☎
48
‐
２
９
２
１
／
甘
草
屋
敷
子
ど
も
図
書
館
／
☎
33
‐
５
９
２
６

お
問
い
合
わ
せ
先

日　時  3月1日(日）午後1時30分～

会　場  甲州市民文化会館 2階 第3会議室
申　込  2月8日（日）～

パタパタと楽しいからくりおもちゃの板返し
を作ります。

塩山図書館 ワークショップ

『パタパタ板返しを作ろう！』

日　時  3月8日（日）午前10時30分～

会　場  大和ふるさと会館 研修室2
読み聞かせボランティア「マジックポッケ」のみな
さんによる、幼児から小学校低学年の皆さんに贈る
春の楽しいおはなし会です。

大和図書館

マジックポッケ春のお話会 申込不要

会　期  4月6日（月）まで

会　場  甘草屋敷子ども図書館 休館日にご注意ください

絵本「やさいのはな なんのはな？」（岩崎書店）の絵本
掲載写真をはじめとした写真の展示をおこないます。
ぜひお越しください。

甘草屋敷子ども図書館 第85回企画展

「農業カメラマン網野文絵写真展
やさいのはな なんのはな？」開催中

塩山図書館まつり

『おはなしのとびら』
甲州市出身の農業カメラマン網野文絵さんによる 
やさいがもっと好きになるおはなし会

日　時  2月21日（土）

場　所  甲州市民文化会館 2階 大会議室
時　間  午後2時～　　 対　象   どなたでも
申　込  1月24日（土）午前10時～ 塩山図書館  

 LoGoフォームでの申し込みも可能です。
網野文絵さんの農業カメラマンになるまでのおは
なしや野菜のクイズなど楽しいトークイベントで
す。終了後には、サイン会・野菜スタンプワーク
ショップも行います。
館内イベント
●本を借りた方へ網野文絵さんのポストカードプ
レゼント 数量限定 先着順　●かきすけを探せ！！

日　時  2月7日（土）午後2時～

会　場  勝沼図書館 視聴覚室
定　員  20名（要申込）

造形作家のまるばやしさわこさんをお招きし、大人
も子どもも楽しいワークショップを行います。
※工作です。食べられません。

勝沼図書館

造形作家さわこさんの造形サロン
『幸せ イチゴオムレット＆ほくほくお芋』

勝沼図書館 ぶどうとワインの資料展連動企画

「産地ワインの夕べ」
日　時  2月22日（日）午後6時15分～8時15分

会　場  勝沼図書館　 定　員  50名
申　込  1月31日（土） 午前10時～勝沼図書館まで

醸造家の話を聞く、資料を見る、試飲
をする。五感で感じるイベントです。

日　時  3月8日(日）午後2時～

開　場  午後1時30分

会　場  甲州市民文化会館 2階 大会議室
申　込  2月7日（土）午前10時～ 塩山図書館まで
語　り  山梨むかし語りの会 藤巻愛子氏・

  えんまるグループ

塩山図書館 山梨むかし語りの会講演
聴いておくんなって さくら月むかし語り

日　時  2月28(土）午後2時～

会　場  甲州市民文化会館 2階 第3会議室
申　込  2月7日（土）～塩山図書館まで

画用紙で兜を作ります。

塩山図書館 ワークショップ

大人のためのペーパークラフト教室

要
申
込
・
無 

料

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う

「
ボ
イ
ト
レ
」講
座

�

プ
ロ
の
声
楽
家
に
よ
る
指
導
で
発
声・呼

吸
法
を
学
び
、歌
唱
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し

ま
す
。
仲
間
と
歌
う
楽
し
さ
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
。

�

２
月
12
日（
木
）

�

午
前
10
時
30
分
～
正
午

�

甲
州
市
民
文
化
会
館�

２
階�

大
会
議
室

●�

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

�

市
内
在
住
者
、在
勤
者

※�

小
学
校
３
年
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

●�

講
師
　
内
田�

里
美�

氏

（
内
田
声
楽
教
室
　
主
宰
）

●�

曲
目
　
山
口�

百
恵「
い
い
日
旅
立
ち
」

�

飲
み
物
、動
き
や
す
い
服
装

�

２
月
５
日（
木
）か
ら
L
o
G
o
フ
ォ
ー

ム
、電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
月
曜・休
館
日
を
除
く
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）。

 

生
涯
学
習
課
公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

令
和
８
年
度
趣
味
の
教
室
の
生
徒
を

募
集
し
ま
す

 

教
室
の
内
容
は
短
歌・
川
柳・
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト・
大
正
琴（
入
門・
経

験
）・書
道・絵
手
紙・カ
ラ
オ
ケ
で
す
。

●�

教
室
開
催
期
間

５
月
１
日（
金
）～

令
和
９
年
２
月
28
日（
日
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館

※�

各
教
室
月
１
回
の
開
催
で
す
。

※�

教
室
に
よ
り
開
催
回
数
は
異
な
り
ま
す
。

 

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

●�

定
員
　
各
教
室
で
異
な
り
ま
す
の
で
、お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●�

募
集
期
間
　

２
月
２
日（
月
）～
３
月
13
日（
金
）

※�

最
小
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
開
催
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�

申
込
料
　
1
種
類
の
教
室
に
つ
き
１
，

０
０
０
円（
別
途
教
材
費・
材
料
費
が
か

か
る
教
室
が
あ
り
ま
す
）

�

申
込
書
に
て
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
34
‐
８
１
９
５
　

34
‐
９
２
７
０

要
申
込

法
定
後
見
制
度・任
意
後
見
制
度
を

知
る
市
民
講
座

 

成
年
後
見
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、法
定
後
見
制
度
や
任
意
後
見
制
度

な
ど
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

 

２
月
24
日（
火
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー�

1
階�

会
議
室

●�

定
員
　
20
名

●�

講
師
　
司
法
書
士�

名
取�

建
治�

氏

�

２
月
20
日（
金
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
甲

州
市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
34
‐
８
１
９
５
　

34
‐
９
２
７
０

勝沼図書館

まーの・あ・まーの手話のおはなし会
日　時  2月15日（日）午前10時30分～

会　場  勝沼図書館 児童コーナー
手話の読みきかせと楽しい工作のおはなし会です。

「そりあそびーばばばあちゃんのおはなしー」（さと
うきわこ/作･絵 福音館書店）でアニマシ
オンをします。
申し込みは勝沼図書館まで

お
知
ら
せ

相

　談

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o n

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

市
外
局
番
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0
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※電話でお申し込みください。（土・日・祝日を除く午前8時30分～午後5時15分）

〒404-8501 山梨県甲州市塩山上於曽1085番地1　☎0553-32-2111　℻0553-32-1818　ホームページアドレス／https://www.city.koshu.yamanashi.jp　メールアドレス／ info@city.koshu.yamanashi.jp

発
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令

和
8年

2月
1日

編
集

／
甲

州
市
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所

 政
策

秘
書

課
 秘

書・広
聴

広
報

担
当

人口  28,656人（-14）  男  13,848人（-12）  女  14,808人（-2）  世帯数  13,081世帯（-12）2026.1.1現在 （　）内は前月比

広
報

誌
を

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
■

や
ま

な
し

森
の

印
刷

紙
こ

の
印

刷
紙

に
は

、
山

梨
県

有
林

か
ら

の
木

材
が

使
用

さ
れ

て
い

ま
す

。

人口と世帯

昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00

P有

有
料
広
告

 政策秘書課 地域未来戦略担当　☎32-5037
　 iju@city.koshu.yamanashi.jp 政策秘書課 地域未来戦略担当　☎32-5037

　市ではふるさと納税制度を通じて、本市の魅力を全国に発信す
るとともに、地域産業の振興および地域経済の活性化を図ってい
ます。
　ふるさと納税返礼品の更なる充実を図るため、加
工品、ワイン、体験型サービスなどを提供いただけ
る事業者を随時募集しています。
　返礼品は、食品や製品などの「モノ」に限らず、体
験・サービスといった「コト」の提供も可能です。
　ご関心のある方は、お問い合わせください。
※総務省が定める地場産品基準に適合する返礼品が対象となります。

移住支援ポータルサイト

「甲州らいふ」掲載事業者様大募集!
ふるさと納税返礼品取扱事業者を

募集しています

有
料
広
告

　甲州市の地域情報や魅力を発信している「甲州らいふ」に掲載させていただ
ける市内の飲食店・宿泊施設等を募集します。リンク掲載になりますので、独
自のホームページやSNS等があり適宜更新されている事業者様に限らせてい
ただきます。
　市外からのお客様がご利用可能で市の魅力発信に繋がるような業態であれ
ば原則として業種は問いません。また、掲載に係る費用は無料です。
　掲載を希望される方は下記のメールアドレスにリンク先のアドレスを貼付
し、タイトルを「甲州らいふ掲載希望」としてご連絡ください。担当からご連絡
させていただきます。
　皆さまの事業のひとつひとつが地域情報であり魅力にもなります。たくさ
んのご応募お待ちしています。

詳細は、市ホームページをご確認ください。

 政策秘書課 秘書・広聴広報担当
☎32-5063

●カラー（1カ月）	 20,000円
●白　黒（1カ月）	 10,000円広報こうしゅう

●1カ月	 7,000円市ホームページ
（バナー）

広報こうしゅう・甲州市ホームページ

有料広告募集!
毎月1日発行	12,000部

 総務課 デジタル推進担当　☎32-2111（内線2391）

ス
マ
ホ
教
室
　─
基
礎
編
─

要
申
込・無
料

スマートフォンの基本的な操作方法について学びます。
甲州市高齢者スマートフォン購入費補助事業対象講座です。
〈	内容	〉 
●スマホの基礎知識　●音声検索
●カメラの操作　●マイナポータルの紹介
〈	日時	〉 2月17日（火）午前10時～正午
〈	会場	〉 甲州市民文化会館 3階 第2研修室
〈	講師	〉 株式会社フォネット社員
〈	定員	〉 8名程度
〈	持ち物	〉 お持ちのスマートフォン

※スマホ貸出あり（お持ちでない方はご相談ください。）
※電話でお申し込みください。
　（土･日･祝日を除く午前8時30分～午後5時15分）

詳細はこちら

24時間以内に放送された
防災行政無線の内容を
確認できます。

いまの放送聞き逃した！
そんなときは…
☎0553-33-99000553-33-9900へ!
通話料がかかります

防災行政無線




